
Ⅰ. は じ め に

専門職の役割コンフリクトは, 主に組織からの要請とプロフェショナルとしての価値観

の両者で起きるものとして記述されてきた｡ 会計士やソーシャルワーカー, 製薬企業の研

究職・開発職など, 専門性が高いとされる職業について, 理論的な検討が重ねられている｡

例えば, 製薬企業の研究職・開発職の場合は, 従来的なキャリア・ルートとして, 組織

の階層を上るモデルを想定している｡ 組織の階層を上る過程で権限や給与が向上し, マネ

ジメント能力の向上が, キャリア開発において最重要視されることになる｡ しかしながら,

組織の階層を上ることは ｢現場から離れる｣ ことにつながり, それまでの職務からの変遷

がコンフリクトを引き起こすことになる｡ こうした文脈では, キャリア開発やキャリア・

ルートの整理が課題となっている (Bailyn, 1991 ; 若林・松山・西岡・本間, 2007)｡ 本稿

は, こうした課題を認識した上で, 専門職の組織に対する関わり方が組織行動に与える影

響について検討する｡ 具体的に, 専門職として特に薬剤師を取り上げて, 役割コンフリク

トを記述した上で組織コミットメントが及ぼす影響について検討する｡

Ⅱ. 役割コンフリクト

役割コンフリクトは, 以下のように定義されている｡

｢個人が果たすべき複数の役割や下位役割の間に生じる葛藤｡ たとえば, 校長は教員

組織 (職員会議) の一員であると同時に経営組織 (理事会) の一員であるため, 両組

織の要求が矛盾・対立する場合しばしば役割葛藤におちいる｡｣1)
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本稿は, 調剤薬局に勤める薬剤師の役割コンフリクトを記述した上で, 組織コミットメント
の考え方を整理することを目的とする｡ 従来的には, 組織コミットメントの愛着的要素に相対
的な着目が集められているが, 存続的要素にも研究の蓄積があり, 従業員の組織行動に影響を
持つと考えられるようになっている｡ 本論文では存続的な要素に着目した上で, 専門職の人材
マネジメントの課題と解決方法を探る｡
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本稿では, 特に薬剤師に焦点を当てて, 組織からの要請とプロフェッショナルとしての

価値観の間で起きる役割コンフリクトを検討の対象とする｡ 調剤薬局の薬剤師は組織に所

属して管理的な業務を行う一方で, プロフェッショナルとしての業務も行っている｡ 二つ

の業務で起きる役割コンフリクトの記述と, 薬剤師の組織に対する関わり方を検討するこ

とで, 薬剤師の適切な処遇やよりよいキャリア開発の提案につながると考える｡ 薬剤師に

焦点を当てる意義は, こうした役割コンフリクトと組織に対する関わり方, すなわち組織

コミットメントが持つ影響を検討することで, 専門職の人事マネジメントのよりよい検討

ができる点にある｡ 役割コンフリクトについては, 次節でプロフェッションとして明示さ

れた役割とそれに対する組織からの要請の記述を行う｡

調剤薬局に勤める薬剤師を対象として, 役割コンフリクトに着目した研究はすでに散見

される｡ Jacobs, Ashcroft and Hassell (2011) は, 文献レビューから, プロフェッショナル－

ビジネスの二分法により調剤薬局を研究した文献を18本取り上げている｡ 調剤薬局には小

売業という商業的な側面があり, そこに勤務する薬剤師は薬の専門家としてのプロフェッ

ショナルの側面との価値観の二分法が行われている｡ この二分法では, 商業的な側面への

対応が企業の長期的な存続において重視される傾向にある｡ Ottewill, Jennings and Magirr

(2000) は, 中小の調剤薬局において, マネジメント能力の育成の重要性を強調している｡

薬剤師はプロフェッショナルとしての訓練は受けているが, マネジメント能力育成の機会

がないことも指摘している｡

Latif (2000) は, 薬剤師のプロフェッショナルとしての価値観と, 調剤薬局という組織

からの要請との間には, コンフリクトがあることを示した上で, 倫理的な認知と勤続年数

には負の関係があるとしている｡ 薬剤師のプロフェッショナルとしての価値観は, 薬の専

門家として顧客に対して十分な服薬の指導や薬に関するコンサルティングを行うというこ

とを重視する｡ したがって, ｢時間がかかる｣ ことになる｡ 一方で組織からの要請は効率

化｣ である｡ したがって, ｢時間をかけない｣ ことになる｡ こうした文脈では, 構造的に

役割コンフリクトが起こりうる｡ Latif (2000) の結果からは, 勤続年数が長いということ

は上記のコンフリクトに対応するすべを身につけていると解釈できる｡ すなわち, 倫理的

な認知を犠牲にすることによって, コンフリクトに対応していると考えられる｡

このように, 調剤薬局に勤める薬剤師には構造的な役割コンフリクトが生まれる環境に

ある｡ こうしたコンフリクトは, 組織コミットメントの低下につながるとの想定はされて

いるが, これまでの研究の多くは情緒的コミットメントのみに着目しており, 存続的コミッ

トメントを考慮に入れていない｡ しかしながら, 専門職の存続的コミットメントに着目を

することで, 役割コンフリクト及び役割コンフリクトがもたらす結果について読み解ける

ところは大きいと本稿では考える｡

Allen and Meyer (1996) は, 組織コミットメントを 3つの要素から成り立つとして概念

を展開している｡ それは, 情緒的コミットメント・存続的コミットメント・規範的コミッ

トメントの 3要素である｡ 愛着的コミットメントは組織に対する感情的な愛着による関わ

り方を表す｡ 存続的コミットメントは Becker (1960) のサイドベットの枠組みによるもの
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であり, 組織を辞めるときに生じるコストの認識から起きる関わり方を表す｡ 規範的コミッ

トメントは, 組織に在籍しなければならないという義務感から生じる関わり方を表す｡ 多

くの実証研究は情緒的側面を取り上げている｡

Shafer (2002) による会計士を対象とした調査では, 倫理的圧力の認知が組織－プロフェッ

ショナル間のコンフリクトを高め, 組織コミットメントの低下を招くとの結果が出ている｡

しかしながら, この場合の組織コミットメントは, 情緒的コミットメントのみを測定して

おり, 存続的な側面は分析されていない｡ English (2008) による警察官を対象とした調査

でも, 組織－プロフェッショナル間のコンフリクトが組織コミットメントの低下を招くと

の想定がされているが, これも情緒的コミットメントのみを測定している｡

一方で, Wahn (1997) は, 存続的コミットメントを組織への依存として捉えており,

従業員の非倫理的行動と存続的コミットメントの関係について, 存続的コミットメントが

高いほど組織に服従する傾向があることを見出している｡ 本間・三島 (2013) でも, 存続

的コミットメントはネガティブな側面があることを示している｡

現状では存続的コミットメントの測定については課題が残されているものの, 情緒的コ

ミットメントとは異なる結果を引き起こす要因として位置づけられている｡ 主に正確な存

続的コミットメントの測定について課題は多い｡ 本稿では, 存続的コミットメントに着目

することで読み解ける行動について, 以下で薬剤師の調剤業務を概観した上で検討する｡

Ⅲ. 薬剤師の調剤業務

患者来客以降の調剤業務の流れは図 1の通りである｡ 調剤業務とは, 医療機関が処方し

た薬を単に調整するだけではなく, 上記が基本フローであるとされている｡ 本稿ではこの

基本フローの中で, ｢疑義照会｣ に着目して, 役割コンフリクトと組織コミットメントの

関係の検討を行う｡ まず, 疑義照会について薬剤師法を概観した上で検討する｡
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本稿では下記のフローにおいて, 役割コンフリクトが起きるうる箇所として ｢疑義照会｣

と ｢服薬指導｣ に着目する｡ 次に, ｢疑義照会｣ と ｢服薬指導｣ に関する薬剤師法を見た

上で, 役割コンフリクトの内容を確認する｡

薬剤師法24条では処方せん中の疑義について以下のように規定している｡

｢薬剤師は, 処方せん中に疑わしい点があるときは, その処方せんを交付した医師,

歯科医師又は獣医師に問い合わせて, その疑わしい点を確かめた後でなければ, これ

によつて調剤してはならない｡｣

上記は, 薬剤師は調剤を処方せん通りに行う必要があるが, その内容に疑問を持った場

合には確認した上でないと調剤できないことを規定している｡ したがって, 疑義照会をせ

ずに疑問がある状態で処方をすることは, 上記法に違反することになる｡ 石澤 (2010) は,

形式的な疑義照会だけでは不十分であり, 実質的に薬の内容まで含めた疑義照会が必要で

あることを指摘している｡ その上で, 薬剤私法24条は分業の原則に基づいた疑義権として

の積極的・実体的な意味を持つ規定であると主張している｡ 疑義照会を行わずに調剤した

薬剤師の責任が問われる判例も出されており (三浦, 2004), 疑義照会は薬剤師法に基づ

く極めて重要な業務であると評価できる｡

さらに, 薬剤師法第25条の 2では, 以下のように規定している｡

｢薬剤師は, 販売又は授与の目的で調剤したときは, 患者又は現にその看護に当たつ

ている者に対し, 調剤した薬剤の適正な使用のために必要な情報を提供しなければな

らない｡｣

情報提供を義務づけており, インフォームド・コンセントに関する規定と考えられる｡

上記の疑義照会と服薬指導など情報提供について, どこまでが適切であり, どこまでが不

要と捉えられるか判断の線引きは曖昧である｡ この曖昧さが, プロフェッショナル－ビジ

ネス間のコンフリクトとなりうる｡ それぞれの立場によって, 十分と考える基準が異なる

ためにコンフリクトが生じるのである｡

Ⅳ. 薬剤師の組織コミットメント

情緒的コミットメントと存続的コミットメントによってもたらされるものとして, 離職

の抑制がある｡ 情緒的コミットメントが高いほど, あるいは存続的コミットメントが高い

ほど離職が抑制されることが想定されてきた｡ 情緒的コミットメントは, 組織に対する積

極的な行動として, 例えばパフォーマンスや組織市民行動などがある｡

存続的コミットメントについては, 組織に対するパフォーマンスは負の関係, または無

関係にあるとされており, 一定した結果は見られない (Meyer and Allen, 1997)｡ 上記で

見た ｢疑義照会｣ と存続的コミットメントの関係は, 本稿では負の関係にあると想定する｡
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疑義照会を行わないということや, 適切な服薬指導を行わないことは, Wahn (1997) が,

想定するように, 存続的コミットメントの高さと関連すると考えられる｡ ビジネスの側面

としては, 時間的な効率を重視して顧客に対応するということが強調され, プロフェッショ

ナルの側面としては, 薬の専門家としての技能の発揮・コミュニケーションが強調される｡

こうしたコンフリクトにおいて, 存続的コミットメントは組織にとってネガティブな効果

を持ちうると考える｡

存続的コミットメントの検討については, 薬剤師の置かれた環境に着目することも必要

である｡ 現在のところ, 薬剤師の労働市場は ｢売り手市場｣ と見なされることが多い｡ 薬

剤師の求人は多く, 転職は容易な状況にある｡ 薬剤師需給動向の予測について, 平成47年

まで薬剤師の減少はなく, 短期的に需要は高まるとされている2)｡ 一方で, 日本薬剤師会

は将来的な薬剤師の過剰が生じることを懸念している3)｡ これによると, 短期的には薬剤

師の組織コミットメントのうち存続的要素は高まらないように思われる｡ 存続的コミット

メントの基礎となる Becker (1960) のサイドベット理論は, 組織への在籍を首尾一貫した

行動と想定している｡ こうした環境では, 特定の組織に対する必要性は高まらない｡ とこ

ろが, 薬剤師の過剰が生じると転職が容易にならず, 存続的コミットメントは高まること

を予想できる｡ つまり, 労働市場は短期的には存続的コミットメントには影響しないが,

長期的には高める方向に働くことが予想できる｡ 長期的な視点で存続的コミットメントの

推移と組織行動を研究することで新しい知見の蓄積となることをここで指摘したい｡ 現状

の労働市場において, 薬剤師の存続的コミットメントを高める要因は乏しい｡

Ⅴ. 結論と今後の課題

専門職の人材マネジメントとしての課題は, 役割コンフリクトの低減を直接的に志向す

るのではなく, 専門職の組織に対する関わり方が持つ影響を確認した上で, 低減する方策

を探ることが望ましいと本稿では考える｡ 存続的コミットメントが持つネガティブな側面

を考慮に入れると, 組織に対する存続的な関わり方の強さは, 疑義照会や情報提供が抑制

される可能性がある｡ 専門職の処遇を考える上で, プロフェッショナル－ビジネス間のバ

ランスを取ることが重要とされているが, 組織に対する関わり方を検討することによって

役割コンフリクトが引き起こす行動も, よりよく予測することができると考える｡

プロフェッショナル－ビジネス間で生じるコンフリクトについて, 様々な観点から解決

の枠組みは模索されてきた｡ 例えば, 蔡 (2007) は組織の中で働く専門職集団として, 特

に科学者・技術者の行動に着目した｡ その上で, 企業組織と専門家共同体に同時に所属し

ていることによる役割コンフリクトを指摘して, 専門家共同体の立場からの組織行動論を

検討する必要があることを主張している｡ その背景に, 従来的には ｢組織のレンズ｣ だけ

で専門職集団を論じてきたとの反省がある｡ 多くの文献では, 調剤薬局の薬剤師の環境に
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ついてプロフェッショナル－ビジネスの二分法による検討が重ねられてきた｡ 調剤薬局の

薬剤師のプロフェッショナル志向の強さは, ビジネス環境とのバランスを必要とするため

に, 他のプロフェッショナルと比較すると相対的に弱い可能性がある｡ 一方で, プロフェ

ショナル－ビジネスの二分法が正確な分類であるとは限らない｡ トレード・オフの関係に

あることは確認されておらず, 両者とも成り立ちうるだろう｡

本稿は, 組織コミットメントに焦点を当てることで, 存続的な関わり方の持つ影響につ

いて検討を行った｡ 調剤薬局に勤務する薬剤師の環境にも焦点を当てているが, 職務の特

殊性を考慮に入れて, 定性的なアプローチを用いた上で存続的コミットメントの正確な測

定を今後の課題としたい｡ 二つ目は, ｢需給バランス｣ の変遷に焦点を当てて, 存続的コ

ミットメントに与える影響を検討することである｡ 現在のところ, 調剤薬局業界は人手不

足と認識されている｡ 薬剤師の有資格者は就職・転職は容易にできる状況にある｡ 一方で,

長期的には薬剤師が過剰になるとの予測もされている｡ 転職の可能性は, 存続的コミット

メントに影響を与えうることを考えると, この ｢需給バランス｣ を考慮に入れた長期的な

アプローチを取ることが望ましい｡ 三つ目の課題として, プロフェッショナルと存続的コ

ミットメントの関係において, 存続的コミットメントのポジティブ／ネガティブな側面を

より明らかする必要があると考える｡ データの蓄積を通じて, より詳細に検討していきた

い｡ その上で, 疑義照会をしないという行動と存続的コミットメントが関連するかについ

て実証的なアプローチにより検証することが望ましい｡ これに際しては, 先に課題として

あげたように, 組織コミットメントの正確な測定が必要であると考える｡
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